
切削加工編



リスクアセスメント評価対象数は方針で絞れます

うちの方針はまずこの３つから・・と
すると該当は９６化学物質で１４％
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切削加工版で検証（有名大手の協力を得て入手した保有化学物質リストを分析）
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取り組みやすくするために
◇まず全体を知る・層別・絞る・・で先が見える ＊すぐに評価を始めない
◇全体を知る時は、工数低減を目的に、どれが化学物質？ではなく “同じもの”で調べる
化学物質リストの活用を推奨 ＊特徴がある為、各業界毎での作成が望ましい

商品数は
316

単独

２つ
以上



NO ７００まであります
貴社独自を追加

人(作業)と 危険源(化学物質)の
関りを調べて

ウチはこの内容でマネジメント
で説明責任を果たすツールに

化学物質リスト ＋α管理表 切削加工編 西尾モデル概要説明

選択した対策をここに転写
何を必要としたか 何が出来ていないか



化学物質リストに関する注意事項
〜作成してきた手順に沿ってご説明〜

商品名・成分・ＣＡＳを
提供頂く

協会にて 厚生労働省
職場の安全サイトを使い
CASで調べてGHSを追加
＊CASで検索できない
場合は物質名で調査

注意事項

GHSは⻄尾協会にて
調べています

GHSに間違いがあるかも
しれません

一度形にして余裕が出たら
自らの保有物をSDSで
GHSを再確認ください

あくまで
１年以内に“形”にする手段
としてこのリストを

活用ください



仮 定常 ①潤滑・グリス・オイル ①切削・焼入
①乾燥 ①研磨 ①離型

低頻度定常 ②洗浄・清掃・除菌 ②表面処理
②防錆 ②接着 ②乾燥 ②検査

非定常 ③溶接 ③塗料 ③補修
不明 ④

試行時、皆様に使いやすくする
にはとお聞きし、用途を追加

インターネットで商品名を
入れて用途を調査した
表現が個々で違うため

上段作業別の仮ソートキーを設定

自社保有物
チェック欄
を設ける

注意事項

仮ソートキーを
貴社の実態に

合わせてください



更に皆様の意見に沿って
貴社独自の爛を追加

更にマネジメント欄を追加し選択した対策をここに転写
何を必要としたか 何が出来ていないかを とし
一目でわかるようにしてみました

注意事項
化学物質管理者の方が一生懸命 クリエイトシンプル様式（一点一葉）でまとめて
社長 又は会議体に出し“わからない”と言われてもがっかりしないでください。

試行時の多くは“わからない”との反応でした
何がマネジメントに求められ、何が今足らないのか ここから説明してみてください



人(作業)と 危険源(化学物質)の
関りを調べて

ウチはこの内容でマネジメント
で説明責任を果たすツールに

〜化学物質管理者の努力を認めてもらうためにも〜
経営者の皆様に意見を頂いて 数十回の改良を加えたら 結果として“リスト”が

愛知労働局が提唱してきた“人と危険源の関りを調べてマネジメント”になりました

頑張ってください


